
～犯罪にあわない 犯罪を起こさせない 犯罪を見逃さない～ 

◎ 10 月 11 日から 20 日までの 10 日間、

『秋の安全なまちづくり県民運動』 

が実施されます。 

◎ 安全なまちづくり県民運動に参加しましょう。

「犯罪にあわない」「犯罪を起こさせない」「犯罪を見逃さない」

の３Ｎ（ない）のスローガンを掲げ、地域が一体となった県民総ぐる

み運動を展開し、県民の防犯意識の高揚を図り、犯罪の減少を目指し

ます。 

  安全に安心して暮らせる社会をつくるには、「自分の身は自分で守

る」「犯罪の起きにくい社会を自分たちの力でつくる」という気持ち

が大切です。 

 この運動の機会に、もう一度、自分の身のまわりの防犯について 

考え、ご家庭や地域で話し合ってみましょう。 

愛知県 
新城警察署
0536-22-0110 

国際電話の利用休止・詐欺対策アプリの活用を！

◎ 特殊詐欺被害に遭わないために 
☆  国際電話不取扱受付センターが行う、固定電話での国際電話の発信・着信を無 
償で休止するサ－ビスを活用する。 

☆ NTT西日本が提供する、固定電話での番号表示や非通知番号に番号通知を求 
めるサービスを活用する。 

☆ 相手への警告や録音機能等のついた被害防止機能付き電話機を使用する。 
☆ 固定電話を常時留守電設定に設定しておき、相手が誰かを確認してから電話に 
出る。 

☆ 携帯電話には、国際電話、非通知番号及び詐欺が疑われる番号からの着信を拒 
否できる詐欺対策アプリを活用する。 

☆  相手の身分を疑う（一度電話を切り、正しい電話番号を調べる。）。 
☆ お金を要求するメールや封書に記載された電話番号には絶対に電話をしない。 
☆ 警察官は LINE などのビデオ通話で取調べをしない・逮捕状や警察手帳を見せ 
ない・服を脱ぐことを求めない。 

☆  第三者に絶対に現金やキャッシュカードを渡さない。暗証番号を教えない。 
 ☆ 宅配便、レターパックなどで現金を送らない（現金を送ることはできません） 
 ☆ 万一に備えてキャッシュカードの利用限度額を自主的に引き下げておく。 
 ☆ 普段から、家族や地域で「特殊詐欺」の話をするなど、コミュニケーションの 

強化を図る。 
 ☆ 電話の会話の中で「お金」「キャッシュカード」「暗証番号」「還付金」「警 

察官＋LINE」の話がでたら、相手が誰であっても一度電話を切って警察や家族
に相談する。 

☆ ＡＴＭコーナーでは携帯電話の利用を自粛する。 
（「ＳＴＯＰ！ＡＴＭでの携帯電話」運動）


